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 1988 年（昭和 63 年）に社会福祉士及び介護福祉士法が施行され介護福祉士介護福祉士養
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Ⅱ．介護福祉士養成課程の見直し 
 2006 年（平成 18 年）12 月に厚生労働省社会保障審議会福祉部会において、介護福祉士
制度及び社会福祉士制度の在り方に関する意見が出された。  








 今回の、2006 年（平成 18 年）の時点における見直しのポイントは、介護保険の施設サー








2008 年（平成 20 年）高齢社会白書によれば、高齢者人口のうち、65 歳から 74 歳までの
高齢者を指す前期高齢者の人口は、「団塊の世代」が高齢期に入った後に 2016 年の 1,744
万人でピークを迎える。その後は、2032 年まで減少傾向となるが、その後は再び増加に転
















の 3 項目になる。 
 















について、新たに規定された（表 1 参照）。 
さらに、資質の向上を図るために介護福祉士になろうとする者は全員が国家試験を受験し



































①研究期間：2008 年 5 月～8 月  
②研究対象：介護福祉士養成校（短期大学）3 校 167 名 
特別養護老人ホーム（ユニットケア）介護職員 229 名 
③調査方法：対面式によるアンケート 
④分析方法：データーの分析は、「求められる介護福祉士像」12 項目の中で重点的に取り組
みたい項目 1 位～5 位に順位をつけてもらった。学生、介護職員を比較しやす
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表 4－1 では厚生労働省が示した「求められる介護福祉士像」の 12 項目に対して平均値
を比較したものである。学生・介護職員ともに一部を除いて同じようなグラフになっている
ことが分かる。 














表４－2 の学生が取り組みたい項目として多く挙げているのは、高い順に像 2 の「現場で
























































表４－3 の介護職員が取り組みたい項目として、像 1 の「尊厳を支えるケアの実践」、像 2
の「現場で必要とされる実践的能力」、像 6 の「予防からリハビリテーション、看取りまで、
利用者の状態の変化に対応できる」、像 9 の「「個別ケア」の実践」、像 3 の「自立支援を重
視し、これからの介護ニーズ、政策にも対応できる」となっている。 














表 4－4 は、学生と介護職員との差で大きいものを順に並べた。それが像 8、像 9、像 1、
像 2 である。 
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5．「学生と介護職員の低値」における視点 
表 4－5 では、両者ともに値の低いものは、像 4 の「施設・地域（在宅）を通じた汎用性
のある能力」、像 5 の「心理的・社会的支援の重視」、像 11 の「関連領域の基本的な理解」、












































森 扶由彦・藤原 秀子 
122 
引用資料 
1） 社団法人 日本介護福祉士養成施設協会 教育方法の手引き 2008 





1） 中澤 秀一 介護福祉士養成教育におけるカリキュラム研究 介護福祉教育 No25 
p60-p68 2008 
